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MeSO-net観測網
解析に使用した測線



つくば－藤沢測線の波形



波形のスタック
 Nth root stack

符号を
保存

N乗根

Rost and Thomas (2002)

N乗根を取ってスタックし、
その後Ｎ乗する。



波形のスタック
 Semblance Enhanced Stacking

Matsumoto et al, (1999)

ある時間幅でセンブランス
値を計算

スタックした振幅との積を、エ
ネルギーの放射履歴とする



強い地震動を放出した領域
 震源及び断層パラメータ：

 ＵＳＧＳ

142.369, 38322, 24km

N200.0E / 12°

 断層の大きさ

 300 x 240 km

 30 km のグリッド



破壊の継続時間：160秒
破壊伝播速度：約2km/s



まとめ（暫定）
 震源から北側の領域に向かって破壊がすすみ、その後南に
向かって破壊が伝播した。

 宮城沖地震の震源域や、1938年の塩屋沖で発生したM7級の
地震群の震源域に相当する部分も破壊された。

 南側の海溝軸寄りは、北側に比べ地震波を放出していない。

 破壊の継続時間は160秒程度、破壊伝播速度は2km/s程度と
考えられる。


